
木崎安和教授 近影



献
呈
の
こ
と
ば

平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
木
崎
安
和
教
授
は
熊
本
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

長
年
に
わ
た
り
法
学
部
に
お
け
る
教
育
・
研
究
及
び
管
理
運
営
な
ど
本
学
部
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
、
そ
の
ご
功
績
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
部
は
、
長
年
に
わ
た
る
先
生
の
ご
貢
献
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
多
少
な
り
と
も
表
す

た
め
に
、
こ
こ
に
退
職
記
念
号
を
刊
行
し
、
惜
別
の
念
を
こ
め
て
献
呈
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

木
崎
安
和
教
授
は
、
昭
和
四
六
年
三
月
金
沢
大
学
法
文
学
部
を
卒
業
後
、
同
四
七
年
四
月
明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

に
進
学
さ
れ
、
同
五
一
年
三
月
に
同
課
程
を
修
了
さ
れ
た
後
、
同
五
二
年
四
月
同
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
、

同
五
六
年
一
月
に
同
課
程
を
中
途
退
学
さ
れ
た
後
、
同
年
二
月
に
熊
本
大
学
法
学
部
講
師
に
採
用
さ
れ
、
同
五
八
年
七
月
に
助
教
授
、

平
成
五
年
四
月
に
教
授
に
昇
任
し
て
お
ら
れ
、
こ
の
た
び
定
年
に
よ
る
ご
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
、
実
に
三
三
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ

て
本
学
部
の
た
め
に
ご
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
木
崎
教
授
は
、
民
法
担
当
教
授
と
し
て
法
学
部
、
大
学
院
法
学
研
究
科
、

大
学
院
法
曹
養
成
研
究
科
及
び
社
会
文
化
科
学
研
究
科
で
多
く
の
学
生
及
び
大
学
院
生
の
教
育
・
研
究
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
研
究
の
面
で
は
、
共
編
著
書

『

借
地
・
借
家
制
度
の
研
究』

(

日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年)

、『

マ
ン
シ
ョ
ン
の
裁

判
例』

(

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年)

、
論
文

｢

一
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
農
地
賃
貸
借
法

(

１)
(

２
・
完)｣

(

熊
本
法
学
三
五

号
、
三
七
号)

、｢

借
地
契
約
の
消
滅
と
借
地
上
建
物
賃
借
人
の
地
位

(
１)

(

２)
(

３
・
完)｣

(

熊
本
法
学
四
七
号
、
四
八
号
、
五
〇

号)

、｢

借
地
の
期
間
満
了
と
借
地
上
建
物
賃
借
人
の
保
護

裁
判
例
の
検
討
か
ら

｣
『

熊
本
大
学
法
学
部
創
立
十
周
年
記
念

法
学
と
政
治
学
の
諸
相』

(

成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
、
所
収)

、｢

居
住
用
建
物
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
更
新
料
支
払
特
約
と
法
定
更
新



最
判
平
成
二
三
年
七
月
一
五
日
は
何
を
判
示
し
た
の
か

｣
(

熊
本
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
号)

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
著
書
・

論
文
の
ほ
か
、
翻
訳
や
調
査
報
告
書
な
ど
多
く
の
研
究
業
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
学
会
に
お
い
て
は
日
本
法
社
会
学
会
、
日
本

農
業
法
学
会

(

理
事
・
一
九
九
八
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
七
年)

、
日
本
私
法
学
会
及
び
九
州
法
学
会
等
の
会
員
と
し
て
活
動
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
管
理
運
営
の
面
で
は
、
各
種
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、
教
務
委
員
長
、
入
試
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
木
崎
安
和
教
授
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
学
部
の
教
育
、
研
究
の
み
な
ら
ず
大
学
運
営
に
お
い
て
も
大
き
な
業
績
を

残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
種
々
の
課
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、
先
生
を
お
送
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

本
学
部
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
損
失
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
法
学
部
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
健
康
に
留
意
し
て
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
対
し
て
法
学
部
を
代
表
し
て
心
か
ら

お
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
六
年
二
月

熊
本
大
学
法
学
部
長

山
崎

広
道




